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　　　　やさしい暮らし 昔にならう - 風とあそぶ　竹とんぼとモビールづくり -　　　　　　　　　　
　　　　 

12 イベントカレンダー

アオイ科ワタ属 多年草 ( 一年草として栽培 )

－河内の風土に育まれた、 暮らしの記憶－

河内木棉は、 かつて河内地域で盛んに栽培さ

れ、 木綿織物の原料として人々の暮らしを支

えてきました。 旧河澄家では、 江戸時代の綿

作りを記した農書 『綿圃要務』 にならい、 化

学肥料を使わず、 堆肥や油粕などを用いて育

旧河澄家の自然

     　　　 河内木棉の花　　　
　　　　　     　和名 モメン

てています。 今年は厳しい暑さが続き、 草丈

もやや低く、 花もうつむいて咲く姿が多く見

られます。 水やりにも気を配りながら、 暑さの

中で花を咲かせる姿に植物のたくましさを感

じます。 河内の風土と人々の暮らしに寄り添っ

てきた木棉を育てることは、 地域の記憶を今

に伝える営みでもあります。

 庭園の南西隅にある畑酷暑の中、 俯いて咲く棉の花
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端
午
の
節
句
展

  

令
和
８
年
年
４
月
１
８
日
（
土
）

          

～
５
月
６
日
（
祝
・
水
）
開
催

　　

今
年
も
恒
例
の
「
端
午
の
節
句
展
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
会
場
で
は
河
澄
家
に
伝
わ
る

甲
冑
に
加
え
、
皆
さ
ま
か
ら
寄
贈
い
た
だ
い

た
五
月
人
形
飾
り
、
日
下
に
伝
わ
る
「
節
句

幟
（
の
ぼ
り
）」
１
旈
（
り
ゅ
う
）
を
加
え

た
１
２
点
を
展
示
し
ま
し
た
。「
節
句
幟
」

は
端
午
の
節
句
に
掲
げ
る
幟
旗
（
の
ぼ
り
ば

た
）
類
の
総
称
で
、
江
戸
時
代
初
期
か
ら
武

家
の
家
で
端
午
の
節
句
の
飾
り
と
し
て
屋
外

に
立
て
並
べ
て
、
男
の
子
の
健
康
・
出
世
を

願
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

さ
て
、
日
下
で
は
節
句
を
ど
の
よ
う
に
お

祝
い
さ
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。
享
保
五

年
（
１
７
２
０
）
頃
か
ら
享
保
十
七
年

（
１
７
３
２
）
正
月
ま
で
日
下
村
庄
屋
を
勤

め
て
い
た
森
長
右
衛
門
貞
靖
の
日
記
の
、
享

保
十
二
年
・
十
三
年
・
十
四
年
・
十
五
年
・

享
保
十
八
年
に
は
節
句
の
数
日
前
に
「
粽
い

た
し
候
」
と
あ
り
、粽
を
作
り
、誰
が
手
伝
っ

た
な
ど
も
記
さ
れ
、
数
人
が
か
り
で
作
っ
て

い
た
様
子
が
窺
え
ま
す
。

時
代
は
下
っ
て
、
昭
和
四
十
年
発
行
の
『
枚

岡
市
史　

第
２
巻
』
に
は
、「
五
月
五
日
を

端
午
の
節
句
、
ま
た
は
男
の
節
句
と
い
う
。
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「
俳
諧
初
学
抄
」（
１
６
４
１
年
）
に
は
、
五

月
の
季
語
に
、「
柏
餅
」
は
含
ま
れ
て
い
ま

せ
ん
が
、「
酒
餅
論
」（
１
６
７
３
年
）
に
は

記
載
が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の
頃
に
端
午
の

節
句
と
柏
餅
が
結
び
付
い
た
物
と
思
わ
れ
ま

す
。
神
聖
視
さ
れ
て
い
た
柏
の
葉
、
勝
利
に

つ
な
が
る
勝
和
餅
が
、
武
家
社
会
に
は
子
孫

繁
栄
の
願
う
縁
起
物
と
し
て
浸
透
し
て
い
っ

た
よ
う
で
す
。

　

そ
れ
で
も
地
域
差
は
あ
っ
た
よ
う
で
、
江

戸
で
は
主
に
柏
餅
、
京
坂
（
京
都
、
大
坂
）

で
は
粽
と
い
う
違
い
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

幕
末
の
風
俗
を
記
し
た
『
浪
華
（
な
に
わ
）

の
風
』
に
は
、「
端
午
に
は
柏
餅
を
製
す
る

は
稀
な
り
。す
べ
て
茅
巻（
ち
ま
き
）を
用
ゆ
」

と
あ
り
ま
す
。※『
浪
華（
な
に
わ
）の
風
』（
大

阪
町
奉
行　

久
須
美
祐
雋
（
く
ず
み　

す
け

と
し
）
安
政
三
年
（
１
８
５
６
）
～
文
久
三

年
（
１
８
６
３
）
の
随
筆
）

　

武
家
社
会
の
関
東
で
は
縁
起
の
良
い
柏
餅

が
好
ま
れ
、
京
都
に
近
い
関
西
で
は
伝
統
を

重
ん
じ
て
、
流
行
の
柏
餅
で
は
な
く
、
古
く

か
ら
端
午
の
節
句
の
食
物
と
し
て
定
着
し
て

い
た
粽
（
ち
ま
き
）
が
好
ん
で
食
べ
ら
れ
て

い
た
よ
う
で
す
。
各
家
庭
で
子
供
た
ち
を
見

守
り
続
け
た
節
句
飾
り
は
現
在
、
旧
河
澄
家

で
ご
来
館
の
皆
様
を
お
迎
え
致
し
ま
し
た
。

粽
や
柏
餅
は
一
年
中
あ
り
ま
す
が
、
節
句
の

日
に
限
っ
て
は
祈
り
を
込
め
て
戴
く
の
も
良

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

葛飾北斎　版画『白須賀（現在の静岡県湖西市）』

歌川広重「東海道五拾三次之内 二川（現在の愛知県豊橋市）猿ヶ馬場」
【天保 4年（1833 年）】

　

四
日
の
夜
に
、
ヨ
モ
ギ
と
菖
蒲
を
束
ね
て

屋
根
に
あ
げ
る
。（
中
略
）
ま
た
柏
餅
と
粽

を
つ
く
っ
て
食
べ
、
菖
蒲
湯
に
入
る
。」
と

あ
り
ま
す
。
こ
の
頃
に
は
柏
餅
と
粽
の
両
方

が
食
べ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

馴
染
み
の
あ
る
柏
餅
の
登
場
は
新
し
い
よ
う

で
す
。

  

勝
和
餅
の
誕
生

 

「
東
海
道
五
拾
三
次
之
内 

二
川
」
を
見
る

と
柏
餅
は
東
海
道
の
名
物
で
あ
っ
た
こ
と
が

解
り
ま
す
。葛
飾
北
斎
の
版
画
も
同
様
で
す
。

地
元
に
伝
わ
る
逸
話
で
は
、「
天
正
１
８
年

(

１
５
９
０)

、
豊
臣
秀
吉
が
小
田
原
へ
合
戦

に
向
か
う
途
中
、
白
須
賀
宿
の
西
隣
の
「
猿

が
番
場
（
さ
る
が
ば
ん
ば
）」
に
あ
る
茶
屋

に
立
ち
寄
り
ま
し
た
。
こ
の
茶
屋
の
老
夫
婦

が
柏
餅
を
秀
吉
公
に
振
る
舞
っ
た
と
こ
ろ
、

「
こ
れ
は
う
ま
い
」
と
言
っ
て
大
そ
う
喜
ば

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
こ
の
合
戦
に
勝
利
し
た

秀
吉
は
、
大
阪
へ
帰
る
途
中
、
再
び
こ
こ
へ

立
ち
寄
り
、
上
機
嫌
に
て
「
こ
れ
は
大
変
縁

起
の
良
い
餅
じ
ゃ
。
今
よ
り
こ
の
餅
を
『
猿

が
馬
場
の
勝
和
餅(

か
ち
わ
も
ち)

』
と
申

す
べ
し
」
と
言
っ
て
、褒
美
を
与
え
ま
し
た
。

そ
の
後
、「
勝
和
餅
」
は
宿
場
の
名
物
と
し

て
広
ま
っ
た
と
伝
わ
り
ま
す
」（
静
岡
県
湖

西
市HP

よ
り
）。
こ
の
頃
は
ま
だ
、
端
午

の
節
句
と
柏
餅
は
結
び
付
い
て
い
ま
せ
ん
。

【文化元年（1804 年）】
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日
下
は
神
話
の
街
、
歴
史
の
街
、
文
学
者
ゆ
か
り
の
街
に
加
え
、
ホ
タ
ル
が

自
生
す
る
街
で
す
。
単
純
に
ホ
タ
ル
が
鑑
賞
で
き
る
町
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ホ
タ
ル
が
自
生
す
る
街
づ
く
り
の
た
め
に
、
そ
れ
は
そ
れ
は
時
間
と
手
間
を
か

け
た
作
業
が
繰
り
返
さ
れ
ま
す
。

　　
「
東
大
阪
市
ホ
タ
ル
の
川
づ
く
り
の
会
」
の
皆
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

こ
ち
ら
の
会
は
前
身
の
「
ホ
タ
ル
の
里
づ
く
り
委
員
会
」
よ
り
引
き
継
が
れ
、

平
成
14
年
（
２
０
０
２
年
）
よ
り
活
動
を
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

 

甦
れ 

日
下
の
ホ
タ
ル
た
ち

    

地
域
に
受
け
継
が
れ
る
、
お
ぜ
川
の
蛍
の
記
憶

    川を清掃する様子　6月 21日撮影

豊かな自然と文化の街、 日下

主庭に立つ榧の古木は、 樹齢およそ五百年

日下の移ろいをみつめてきました。

その記憶に耳を澄まし、 この土地の歴史を辿ります。

※「日下之榧」 は 「くさかのかや」 と読みます。

かや

　　

◇
手
間
暇
ポ
イ
ン
ト　

　

そ
の
（
1
）
観
賞
用
に
成
虫
を
放
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

産
卵
か
ら
幼
虫
、
蛹
、
成
虫
、
そ
し
て
産
卵
と
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。　

    川に下りて、丁寧に掃除
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◇
手
間
暇
ポ
イ
ン
ト

　

そ
の
（
2
）
エ
サ
を
撒
く
の
で
は
な
く
、
エ
サ
を
育
て
る
。

ホ
タ
ル
は
、
水
の
中
を
掃
除
す
る
カ
ワ
ニ
ナ
を
主
食
と
し
て
い
ま
す
。
成
長
途

中
の
３
月
頃
に
カ
ワ
ニ
ナ
（
巻
貝
）
を
放
流
し
ま
す
が
、
こ
れ
は
成
長
し
た
貝

で
、
こ
れ
が
エ
サ
に
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
カ
ワ
ニ
ナ
は
や
が
て
稚
貝

を
生
む
。
こ
の
稚
貝
が
ホ
タ
ル
（
幼
虫
）
の
エ
サ
と
な
り
ま
す
。
カ
ワ
ニ
ナ
は

、
川
の
中
の
落
ち
葉
や
藻
を
食
べ
る
た
め
、
川
の
環
境
に
左
右
さ
れ
ま
す
。
つ

ま
り
カ
ワ
ニ
ナ
が
育
つ
環
境
こ
そ
が
ホ
タ
ル
の
生
息
に
繋
が
り
ま
す
。

　

◇
手
間
暇
ポ
イ
ン
ト

　

そ
の
（
3
）
草
引
き
は
時
期
が
大
切
。

環
境
づ
く
り
の
た
め
に
、
川
に
茂
っ
た
雑
草
を
抜
き
ま
す
が
、
こ
れ
は
幼
虫
が

水
中
で
過
ご
す
頃
に
行
い
、
水
か
ら
上
が
っ
た
３
月
以
降
は
逆
に
触
ら
な
い
事

が
大
切
と
云
い
ま
す
。
蛹
（
さ
な
ぎ
）
も
一
緒
に
取
っ
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に

注
意
が
必
要
な
の
で
す
。
手
間
暇
を
か
け
、
す
ぐ
に
は
結
果
が
出
な
い
処
が
苦

労
す
る
と
話
さ
れ
ま
す
。
同
会
の
活
動
目
的
は
ホ
タ
ル
観
賞
で
は
な
く
、
ホ
タ

ル
が
自
生
す
る
環
境
づ
く
り
を
目
指
し
て
い

る
わ
け
で
す
。

　

◇
活
動
の
き
っ
か
け
は
、
川
の
コ
ン
ク
リ

ー
ト
化
。

　

都
市
化
が
進
み
、
か
つ
て
は
家
の
中
に
迷

い
込
む
程
、
飛
ん
で
い
た
ホ
タ
ル
の
減
少
が

続
き
、
更
に
、
下
水
管
埋
設
工
事
の
た
め
に

川
床
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
覆
う
計
画
が
持
ち

上
が
り
ま
す
。
ホ
タ
ル
生
息
地
の
消
滅
を
危

ぶ
み
、
平
成
12
年
（
２
０
０
０
年
）
1
月
よ

り
自
然
を
守
り
昔
な
が
ら
の
環
境
を
守
る
機

運
が
起
こ
り
、
石
積
み
の
護
岸
工
事
計
画
を

策
定
。
各
所
に
陳
情
を
重
ね
、
前
身
と
な
る　

「
ホ
タ
ル
の
里
づ
く
り
委
員
会
」
発
足
。

各
地
の
ホ
タ
ル
生
息
地
視
察
、
勉
強
会
を
重
ね
ま
す
。

　

平
成
14
年
（
２
０
０
２
年
）
末
～
平
成
16
年
（
２
０
０
４
年
）
2
月　

　
　

日
下
・
お
ぜ
川
改
修
工
事

　

平
成
15
年
（
２
０
０
３
年
）
6
月　

ホ
タ
ル
の
夕
べ
開
催

　

平
成
16
年
度
（
２
０
０
４
年
）
東
大
阪
市
よ
り
助
成
金
交
付

　

平
成
17
年
度
（
２
０
０
5
年
）
5
月　

ホ
タ
ル
の
初
鑑
賞

　　

同
会
は
毎
月
第
3
日
曜
日
に
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
地
道
な
活
動
の

お
陰
に
よ
り
、
か
つ
て
水
車
小
屋
が
立
並
ぶ
日
下
の
川
は
、
現
在
ホ
タ
ル
の
里

と
し
て
親
し
ま
れ
、
郷
土
の
景
色
と
な
り
ま
し
た
。

令
和
8
年
6
月
12
日　

89
人
の
方
々
が
川
沿
い
に
集
ま
っ
た
そ
う
で
す
。
特
に

年
配
の
方
に
と
っ
て
は
、
か
つ
て
は
よ
く
見
ら
れ
た
光
景
の
甦
り
に
大
変
喜
ば

れ
て
い
た
と
の
事
で
す
。
日
頃
の
苦
労
が
吹
き
飛
び
ま
す
。

日
下
の
や
さ
し
さ
が
ホ
タ
ル
を
育
て
、
地
道
な
活
動
の
繰
り
返
し
が
郷
土
の
歴

史
を
作
り
、
明
日
へ
の
一
歩
と
な
り
ま
す
。
水
車
は
ま
わ
り
因
果
は
巡
る
。

め
ぐ
り
逢
い
が
ホ
タ
ル
の
淡
い
光
を
未
来
に
結
ぶ
玉
の
緒
と
な
り
ま
す
よ
う
に
。

※
玉
（
た
ま
）
の
緒
（
お
）
＝
宝
玉
を
貫
く
細
い
糸
。
万
葉
の
頃
よ
り
、
命
や

人
の
縁
の
象
徴
と
し
て
詠
わ
れ
て
い
ま
す
。
ホ
タ
ル
は
、
水
の
中
を
掃
除
す
る

カ
ワ
ニ
ナ
（
小
さ
な
巻
貝
）
を
主
食
と
し
て
い
ま
す
。
カ
ワ
ニ
ナ
は
川
の
中
の

落
ち
葉
や
藻
を
食
べ
る
た
め
、
川
の
環
境
に
左
右
さ
れ
る
生
き
物
で
す
。
自
然

の
川
は
、
地
下
水
が
川
の
流
れ
と
同
じ
方
向
に
流
れ
て
い
ま
す
。
き
れ
い
な
川

が
流
れ
て
い
る
こ
と
は
、
ホ
タ
ル
は
、
水
や
そ
の
周
辺
の
自
然
環
境
と
の
関
係

を
知
る
大
切
な
自
然
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

東
大
阪
市
よ
り
助
成
金　

平
成
16
年
度
（
２
０
０
４
年
）「
東
大
阪
市
ホ
タ

ル
の
川
づ
く
り
の
会
」

　

毎
年
美
し
く
飛
ぶ
ホ
タ
ル
観
賞
は
成
長
し
た
ホ
タ
ル
を
放
し
て
い
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
時
間
を
か
け
て
整
え
ら
れ
た
環
境
の
も
と
に
自
生
し
て
い
る

ホ
タ
ル
を
見
て
い
ま
す
。

    平成 16 年 2月
 おぜ川改修工事

    令和 8年 6月
 おぜ川
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春
季
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

 

く
さ
か
の
町
あ
れ
・
こ
れ  

歴
史
の
宝
庫
を
訪
ね
て

 
 

二
〇
二
六
年
四
月
四
日
（
土
）
開
催　
　

 
 　

恒
例
の
春
季
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
開
催
し
ま
し
た
。

旧
生
駒
ト
ン
ネ
ル
や
日
下
遊
園
地
跡
、
石
切
場
跡
を

は
じ
め
、
か
つ
て
観
光
名
所
と
し
て
知
ら
れ
た
「
日

下
の
滝
」
な
ど
を
巡
り
、
副
題
の
「
歴
史
の
宝
庫
」

を
実
感
す
る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。
平
城
宮
跡
や
東

大
阪
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
を
務
め
る
川
向
章
介

氏
が
、
自
ら
用
意
さ
れ
た
資
料
を
示
し
な
が
ら
、
堅

苦
し
さ
の
な
い
分
か
り
や
す
い
解
説
で
、
当
時
の
賑

わ
い
や
地
域
の
歴
史
を
紹
介
。
参
加
者
か
ら
は
「
地

元
な
ら
で
は
の
説
明
が
分
か
り
や
す
か
っ
た
」「
嫁

い
で
40
年
、
さ
ら
に
日
下
町
を
知
る
こ
と
が
で
き

た
」「
50
年
前
に
日
新
高
校
へ
通
っ
て
い
た
が
、
石

切
の
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
な
か
っ
た
」
と
好
評
で

し
た
。殊
に
本
年
は
、映
画『
国
宝
』の
ロ
ケ
地
と
な
っ

た
東
大
阪
市
立
日
新
高
校
に
も
立
ち
寄
り
、
映
画
の

シ
ー
ン
を
思
わ
せ
る
満
開
の
桜
を
見
学
。「
映
画『
国

宝
』と
同
じ
桜
の
時
期
に
来
る
こ
と
が
で
き
て
最
高
」

と
喜
び
の
声
も
聞
か
れ
、
地
元
の
歴
史
を
改
め
て
知

る
、
時
宜
を
得
た
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

郷
土
の
歴
史
講
座

 

「
も
し
古
事
記
を
大
河
ド
ラ
マ
化
し
た
ら
」

　

二
〇
二
六
年
四
月
十
二
日
（
日
）
開
催

　　

近
つ
飛
鳥
政
経
研
究
会
会
長
・
田
仲
基
一
氏
に
よ

る
「
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
白
鳥
伝
説
」
を
テ
ー
マ
と
し
た

講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』

に
登
場
す
る
英
雄
・
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
（
日
本
武
尊
）

の
少
年
期
に
焦
点
を
当
て
、
兄
を
失
う
と
い
う
悲
劇

や
、
そ
の
後
の
数
々
の
試
練
に
つ
い
て
解
説
。
新
た

な
試
み
と
し
て
、
田
仲
氏
が
AI
を
駆
使
し
て
制
作
し

た
ア
ニ
メ
も
上
映
さ
れ
、
参
加
者
は
物
語
を
よ
り
身

近
に
感
じ
な
が
ら
、
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
の
人
物
像
に
迫

り
ま
し
た
。
最
期
は
、
能
煩
野
で
生
涯
を
閉
じ
、
死

後
は
白
鳥
と
な
っ
て
飛
び
立
っ
た
と
さ
れ
る
伝
説
に

も
触
れ
、
日
本
の
美
意
識
「
不
完
全
に
宿
る
完
璧
」

に
つ
い
て
考
え
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
技
術
に
び
っ
く
り
し
た
」「
名

前
は
知
っ
て
い
た
が
、
詳
し
く
は
知
ら
な
か
っ
た
」

と
、
新
た
な
発
見
を
喜
ぶ
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

端
午
の
節
句
コ
ン
サ
ー
ト　
　

　

 

二
〇
二
六
年
四
月
十
九
日
（
日
）
開
催

　
「
端
午
の
節
句
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

演
奏
は
、
岸
和
田
を
中
心
に
活
動
す
る
音
楽
グ
ル
ー

プ
「
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
ビ
バ
ー
チ
ェ
」
の
皆
さ
ん
。

併
せ
て
予
定
し
て
い
た
工
作
体
験
が
中
止
と
な
り
、

無
観
客
も
想
定
さ
れ
る
中
、「
演
奏
で
き
る
こ
と
が

あ
り
が
た
い
」
と
い
う
皆
さ
ん
の
思
い
と
、
地
域
の

方
々
の
「
ピ
ン
チ
は
チ
ャ
ン
ス
だ
よ
」
と
い
う
温
か

い
ご
協
力
に
支
え
ら
れ
、
募
集
人
数
を
上
回
る
30
名

が
来
場
さ
れ
ま
し
た
。
映
画
や
ア
ニ
メ
の
人
気
曲
を

は
じ
め
、
端
午
の
節
句
に
ち
な
ん
だ
曲
や
曲
当
て
ク

イ
ズ
な
ど
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
演
目
を
披
露
。
ア
ン

コ
ー
ル
で
は
、
ま
る
で
葉
加
瀬
太
郎
さ
ん
を
思
わ
せ

る
熱
演
で
、
古
民
家
を
泳
ぐ
鯉
の
ぼ
り
の
下
、
会
場

は
「
情
熱
」
あ
ふ
れ
る
「
大
陸
」
へ
と
誘
わ
れ
ま
し

た
。
多
く
の
皆
さ
ま
の
心
温
ま
る
ご
協
力
に
感
謝
す

る
と
と
も
に
、
楽
し
く
感
動
の
余
韻
が
残
る
演
奏
会

と
な
り
ま
し
た
。

　

地元ならではの視点で語る　　　　

映画『国宝』のロケ地

川向 章介 氏 　　　　

AI 技術が描き出す、　　　　

　日新高校 春の桜 

少年期のヤマトタケル

講演をする田仲 基一 氏 　　　　

楽しい演奏 アンサンブルビバーチェ 　　　　

鯉のぼりと古民家 音楽のひととき　　　　
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講
談
で
た
ど
る
東
大
阪
ゆ
か
り
の
歴
史

 

木
村
重
成
の
堪
忍
袋

　
二
〇
二
六
年
四
月
二
十
九
日
（
祝
）
開
催

　

東
大
阪
ゆ
か
り
の
武
将
・
木
村
重
成
を
題
材
に
し

た
講
談
を
開
催
し
ま
し
た
。
豊
臣
秀
頼
に
仕
え
た
若

武
者
・
重
成
が
、
言
い
が
か
り
を
つ
け
て
き
た
山
添

良
寛
に
怒
り
を
ぶ
つ
け
る
こ
と
な
く
、
争
い
を
避
け

た
逸
話
か
ら
、重
成
の
度
量
と
武
士
の
「
堪
忍
」「
義
」

を
描
い
た
一
席
。
物
語
の
結
末
で
は
、
重
成
へ
の
良

寛
の
忠
義
が
胸
に
迫
り
、
会
場
か
ら
大
き
な
拍
手
が

送
ら
れ
ま
し
た
。
鯉
の
ぼ
り
の
下
と
い
う
趣
あ
る
空

間
で
、
講
談
の
世
界
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
く
ひ

と
と
き
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
手
づ
く
り
の
張
り

扇
を
使
っ
た
体
験
で
は
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
が
実
際

に
張
り
扇
を
手
に
し
、
講
談
の
魅
力
を
体
感
。
講
談

師
の
方
を
ご
紹
介
く
だ
さ
っ
た
筑
前
琵
琶
奏
者
・
門

井
旭
蓮
さ
ん
に
も
ご
協
力
い
た
だ
き
、
心
に
残
る
催

し
と
な
り
ま
し
た
。          

協
力
：
上
方
講
談
協
会

                                        

浮
世
絵
展

 

二
〇
二
六
年
五
月
十
六
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　

～
六
月
十
四(

日)

開
催

　
　

　

一
級
建
築
士
で
河
内
い
え
・
ま
ち
再
生
会
議
の
理

事
長
小
原
公
輝
氏
の
ご
協
力
に
よ
り
、「
浮
世
絵
展
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
本
展
示
は
小
原
氏
が
古
民
家
を

見
守
っ
て
い
た
際
に
引
き
取
り
ま
し
た
、
書
籍
「
浮

世
絵
体
系
」
全
十
七
巻
よ
り
、
浮
世
絵
師
歌
川
広
重

（
う
た
が
わ
ひ
ろ
し
げ
）
が
描
い
た
「
東
海
道
五
拾

三
次
」
の
各
宿
場
の
風
景
と
、
そ
こ
に
描
か
れ
た
建

物
や
人
々
の
暮
ら
し
ぶ
り
に
関
す
る
解
説
を
パ
ネ
ル

展
示
致
し
ま
し
た
。
小
原
氏
は
「
貴
重
な
書
籍
で
あ

り
、
よ
り
多
く
の
人
に
見
て
い
た
だ
き
た
い
。」
と

云
い
ま
す
。
浮
世
絵
「
東
海
道
五
拾
三
次
」
に
は
街

道
沿
い
の
名
所
・
名
物
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
ま
た

同
じ
地
名
で
も
現
代
と
は
違
う
表
記
（
例
え
ば
、
ち

り
ゅ
う
、
旧
「
池
鯉
鮒
」
→
新
「
知
立
」・
現
在
の

愛
知
県
知
立
市
）、
ま
た
現
代
で
は
行
わ
れ
て
い
な

い
馬
市
（
馬
を
売
買
す
る
市
場
）
が
描
か
れ
て
い
ま

す
。
小
原
氏
は
言
い
ま
す
。「
江
戸
時
代
の
自
分
に

な
っ
た
気
持
ち
に
な
っ
て
鑑
賞
し
て
下
さ
い
。」

室
生
犀
星
は
『
ふ
る
さ
と
は
遠
き
に
あ
り
て
思
う

も
の
』【
抒
情
小
曲
集 

大
正
７
年
（
１
９
１
８
年
）】

と
詠
い
ま
す
。
東
海
道
沿
線
よ
り
関
西
に
来
ら
れ
た

方
に
は
、
住
ん
で
い
た
頃
は
、
近
く
に
有
り
す
ぎ
る

が
故
に
却
っ
て
気
が
付
か
な
か
っ
た
郷
土
の
情
景
を

見
つ
け
る
き
っ
か
け
に
成
り
ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。

　　

た
な
ば
た
工
作
&
コ
ン
サ
ー
ト

　　

令
和
8
年
7
月
5
日
に
開
催
し
た
「
た
な
ば
た
工

作
＆
コ
ン
サ
ー
ト
」
は
、
峰
滝
ゼ
ミ
16
期
生
と
し
て

の
初
め
て
の
イ
ベ
ン
ト
で
、「
成
功
す
る
か
な
、
上

手
く
行
く
か
な
」
と
い
っ
た
不
安
も
多
く
あ
る
中
、

当
日
に
参
加
者
が
大
幅
に
増
え
る
と
い
う
ア
ク
シ
デ

ン
ト
に
見
舞
わ
れ
な
が
ら
も
、
沢
山
の
方
々
の
協
力

の
も
と
無
事
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
、
峰
滝
ゼ
ミ
の
イ
ベ
ン

ト
担
当
と
し
て
最
も
感
慨
深
か
っ
た
の
は
、
歴
史
あ

る
旧
河
澄
家
の
静
か
な
空
間
に
、
子
供
た
ち
の
元
気

な
笑
顔
と
楽
器
の
美
し
い
音
色
が
響
き
渡
っ
た
こ
と

で
す
。
工
作
の
時
間
に
は
、
真
剣
な
表
情
で
短
冊
に

願
い
を
書
き
、
ミ
ニ
笹
竹
を
彩
る
子
供
た
ち
の
姿
が

見
ら
れ
、
そ
れ
を
寄
り
添
い
な
が
ら
優
し
く
サ
ポ
ー

ト
す
る
ゼ
ミ
生
の
姿
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。　
　
　

親
御
さ
ん
に
も
温
か
く
見
守
っ
て
い
た
だ
け
て
、
全

体
と
し
て
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
に
な
っ
た
の
か
な
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
後
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
古

民
家
特
有
の
木
の
温
も
り
を
感
じ
る
音
響
の
中
で
、

来
場
者
の
皆
様
が
一
体
と
な
っ
て
音
楽
に
耳
を
傾
け

る
姿
が
非
常
に
印
象
的
で
し
た
。　

張り扇の説明をする旭堂南亰氏

あたたかなお人柄が伝わる
講談のひととき



10

協力：宮本順三記念館 豆玩舎 ZUNZO　　　

「
し
ぜ
ん
・
つ
く
る
・
あ
そ
ぶ
」　　
　
　
　
　
　
　
　

岡
田
三
朗
絵
画
展

　

 

古
民
家
に
広
が
る
、

　
　

 

や
さ
し
い
自
然
の
世
界

　　

旧
河
澄
家
主
屋
で
、「
し
ぜ
ん
・
つ
く

る
・
あ
そ
ぶ 

岡
田
三
朗
絵
画
展
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

92
歳
の
岡
田
三
朗
さ
ん
は
、
世
界
で
初

め
て
折
る
刃
式
カ
ッ
タ
ー
ナ
イ
フ
を
生
み

出
し
た
オ
ル
フ
ァ
株
式
会
社
の
創
業
に
携

わ
っ
た
一
人
。
ま
た
、「
お
ま
け
文
化
の

会
」
名
誉
理
事
長
と
し
て
、
も
の
づ
く
り

や
絵
画
を
通
じ
て
、
長
年
に
わ
た
り
創
作

の
楽
し
さ
を
伝
え
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
草
花
や
生
き
も
の
を
描
い
た

ス
ケ
ッ
チ
画
や
切
り
絵
を
は
じ
め
、
魚
を

描
い
た
全
長
約
3.6
メ
ー
ト
ル
の
巻
き
絵
、

石
や
紙
な
ど
身
近
な
素
材
を
生
か
し
た
作

品
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
作
品
が
並
び
ま
し

た
。
素
朴
で
あ
た
た
か
み
の
あ
る
作
品
か

ら
は
、
自
然
を
見
つ
め
る
優
し
い
ま
な
ざ

し
と
、
つ
く
る
こ
と
の
楽
し
さ
が
伝
わ
っ

て
き
ま
す
。

　

会
期
中
に
は
、
岡
田
さ
ん
も
ご
家
族
と

一
緒
に
来
館
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
ま

た
、
以
前
岡
田
さ
ん
と
お
仕
事
を
さ
れ
て

10

い
た
方
や
、
絵
画
を
通
じ
て
つ
な
が
り
の

あ
る
方
な
ど
、
多
く
の
方
が
作
品
を
見
に

訪
れ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
岡
田
さ
ん
と

の
つ
な
が
り
や
作
品
へ
の
思
い
を
語
ら
れ

る
姿
か
ら
も
、
長
年
に
わ
た
り
育
ま
れ
て

き
た
ご
縁
の
広
が
り
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
あ
た
た
か
く
優
し
い
ご
家
族

の
姿
も
印
象
的
で
し
た
。

ま
た
た
く
さ
ん
の
方
に
昔
な
が
ら
の
工
作

遊
び
を
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、
岡
田
さ

ん
は
蝶
々
や
鳥
、
ト
ン
ボ
な
ど
の
「
ひ
ら

ひ
ら
」
を
た
く
さ
ん
用
意
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
素
朴
な
手
づ
く
り
お
も
ち
ゃ

「
ひ
ら
ひ
ら
」
を
手
に
し
た
皆
さ
ん
の
笑

顔
が
、
会
場
を
さ
ら
に
和
ま
せ
て
く
れ
ま

し
た
。

　

今
で
は
、
身
近
な
も
の
を
使
っ
て
何
か

を
つ
く
っ
た
り
、
自
然
の
中
で
遊
ん
だ
り

す
る
機
会
も
少
な
く
な
り
ま
し
た
。
岡
田

さ
ん
の
作
品
に
は
、
私
た
ち
が
い
つ
の
間

に
か
忘
れ
か
け
て
い
る
「
つ
く
る
こ
と
」

「
あ
そ
ぶ
こ
と
」
の
楽
し
さ
が
詰
ま
っ
て

い
ま
す
。　

　

自
然
に
囲
ま
れ
た
旧
河
澄
家
で
、
作
品

を
眺
め
、
手
を
動
か
し
、
風
に
揺
れ
る
「

ひ
ら
ひ
ら
」
を
楽
し
む
。
そ
ん
な
ひ
と
と

き
を
通
し
て
、
日
々
の
暮
ら
し
の
中
に
あ

る
小
さ
な
喜
び
を
、
あ
ら
た
め
て
感
じ
る

こ
と
が
で
き
た
展
覧
会
と
な
り
ま
し
た
。

岡田三朗氏（展示作品を背景に）

さまざまな作品が展示されました

七夕飾りの短冊を書いていただきました
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や
さ
し
い
暮
ら
し

　
　
　
　

昔
に
な
ら
う

　

 　
　
　

風
と
あ
そ
ぶ
竹
と
ん
ぼ
と

       

モ
ビ
ー
ル
づ
く
り　

　　

昔
の
暮
ら
し
に
は
、
身
近
な
も
の
を
使

っ
て
自
分
で
つ
く
り
、
自
然
の
風
や
季
節

の
変
化
を
感
じ
な
が
ら
遊
ぶ
、
さ
さ
や
か

な
楽
し
み
が
あ
り
ま
し
た
。
便
利
な
も
の

に
囲
ま
れ
た
今
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
ん
な
昔

な
が
ら
の
知
恵
や
時
間
を
、
暮
ら
し
の
中

に
取
り
入
れ
て
み
た
い
も
の
で
す
。

　

今
回
は
、
岡
田
三
朗
さ
ん
の
作
品
展
に

関
連
し
て
開
催
し
た
、
手
作
り
お
も
ち
ゃ

体
験
「
風
と
あ
そ
ぶ
竹
と
ん
ぼ
と
モ
ビ
ー

ル
づ
く
り
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

グ
リ
コ
の
お
ま
け
デ
ザ
イ
ナ
ー
・
画
家
と

し
て
活
躍
し
た
宮
本
順
三
さ
ん
と
、
オ
ル

フ
ァ
株
式
会
社
の
創
業
に
携
わ
っ
た
岡
田

三
朗
さ
ん
は
、
と
も
に
も
の
づ
く
り
を
通

じ
て
活
動
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
今
回
は
、

宮
本
順
三
記
念
館
・
豆
玩
舎ZUNZO

の

磯
田
さ
ん
に
教
え
て
い
た
だ
き
、
岡
田
さ

ん
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
モ
ビ
ー
ル
を
制
作
し

ま
し
た
。
風
を
受
け
て
ゆ
っ
く
り
揺
れ
る

モ
ビ
ー
ル
を
、
自
分
の
手
で
つ
く
る
楽
し

さ
を
味
わ
い
ま
し
た
。

　

続
い
て
は
、
国
際
竹
と
ん
ぼ
協
会
の
大

東
利
行
さ
ん
に
よ
る
竹
と
ん
ぼ
づ
く
り
。

羽
を
紙
や
す
り
で
少
し
ず
つ
削
り
な
が
ら

バ
ラ
ン
ス
を
整
え
、
よ
く
飛
ぶ
た
め
の
コ

ツ
や
技
術
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

実
際
に
飛
ば
し
て
み
て
は
調
整
を
重
ね
、

自
分
の
手
で
仕
上
げ
て
い
く
楽
し
さ
を
味

わ
い
ま
し
た
。

　

完
成
し
た
竹
と
ん
ぼ
は
、
旧
河
澄
家
の

北
側
に
あ
る
空
き
地
へ
。
風
を
受
け
て
空

高
く
舞
い
上
が
る
竹
と
ん
ぼ
を
見
上
げ
な

が
ら
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、
つ
く
る
楽

し
さ
と
遊
ぶ
喜
び
を
存
分
に
味
わ
い
ま
し

た
。

自
分
の
手
で
つ
く
る
。
自
然
の
力
を
感
じ

る
。
試
し
て
、
工
夫
し
て
、
遊
ぶ
。
そ
ん

な
昔
な
が
ら
の
時
間
に
は
、
今
の
暮
ら
し

に
も
取
り
入
れ
た
い
、
心
豊
か
に
過
ご
す

た
め
の
ヒ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。
旧
河
澄
家

で
の
体
験
を
通
し
て
、
昔
か
ら
受
け
継
が

れ
て
き
た
「
や
さ
し
い
暮
ら
し
」
の
知
恵

を
、
あ
ら
た
め
て
感
じ
る
ひ
と
と
き
と
な

り
ま
し
た
。

協力：国際竹とんぼ　　

竹とんぼやモビールを楽しそうにつくるみなさん
北側の土地では、楽しそうに
竹とんぼ飛ばしていました



　　き ゅ う か わ ず み け

旧河澄家
所在地　　　　　 〒579-8003　大阪府東大阪市日下町 7 丁目 6-39
電話番号　　　　TEL/FAX　072-984-1640
ホームページ　　http://www.kyu-kawazumike.jp
開館時間　　　　午前 9 時 30 分～午後 4 時 30 分
休館日　　　　　 月曜日 （祝日の場合は翌日）
　　　　　　　　　　祝日の翌日 ・ 12 月 29 日～ 1 月 3 日
入館料　　　　　 無料
駐車場　　　　　 5 台 （無料）
　　　　　　　　　　満車の場合は、 近鉄けいはんな線 「新石切駅」
　　　　　　　　　　周辺の有料駐車場をご利用ください。

◆アクセス方法 
公共交通機関をご利用の場合
・ 近鉄奈良線 「石切駅」 より北西へ１.２km
・ 近鉄けいはんな線 「新石切駅」 より北東へ２km
・近鉄奈良線 「東花園駅」 または近鉄けいはんな線 「新石切駅」  より、           
　近鉄バス 「四条畷行き」 または 「住道行き」 に乗車
　「南日下」 バス停より東へ８００m
・ JR 学研都市線 「住道駅」 または 「四条畷駅」 より、
　近鉄バス 「東花園駅前行き」 に乗車 「南日下」 バス停より東へ８００m

マイカーをご利用の場合
・ 旧国道１７０号線 「日下４丁目」 交差点を東へ、 約６００ｍ直進

◆指定管理者　株式会社アスウェル  TEL ： ０７２-９３９-７８６１
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     FAX ： ０７２-９５２-４３４０
 　　URL       http://www.asuwell.co.jp
 　　E-mail    mail@asuwell.co.jp

東大阪市指定文化財

株式会社アスウェルは、総合
ビルメンテナンス会社として、
次の認証を取得しています。

旧河澄家

日新高校

大龍禅寺

孔舎衙東小学校

孔舎衙小学校

公園

丹波神社

至 生駒駅

公園

至 額田駅

石切山手保育園

日下
リージョンセンター

石切剱箭神社

日下町 4 丁目

旧国道
170 号線

至 住道駅･四條畷駅

新石切駅

至 瓢箪山駅

たばこ屋

西稱揚寺

東稱揚寺

芝

近
鉄
奈
良
線

近鉄けいはんな線

石切駅

南日下バス停 日下新池

お弁当店

マンション

コンビニ
エンスストア

交番

交番

石切参道商店街

旧河澄家周辺図 (詳細)

旧河澄家　イベントカレンダー
※イベント日程は本誌発行時の予定ですので、都合により多少前後する可能性がございます。詳しくはお問合せください。

丸に三つ違い沢瀉

河澄家の家紋

　「蜻蛉池公園夢の森つくり隊」 竹かご教

室 の 皆 さ ま に ご 指 導 い た だ き、 重 な る 波

を 思 わ せ る 曲 線 美 の 美 し い 竹 籠 を つ く り

ま す。 日 本 の 風 土 が 育 ん だ 竹 と い う 素 材

に触れ、四海波花籠（しかいなみはなかご）

づくりを体験してみませんか。

　声に出して文字を読む「素読」。

　素読は、江戸時代の寺子屋で活用されてい

た学習方法でした。素読で読む文書として中

国の古典「四書」がよく使われています。そ

の中のひとつに「論語」があります。「論語」

は、孔子とその弟子の中でも優れた人物たち

の言語をまとめた書物で、心を打つ章句が詰

まっています。古来から大切にされてきた生

き方や考え方を学びませんか。

2026 年 8 月～

　 　河内潟が広がっていた古代の日下の風景

や、日下遺跡から出土した馬骨などの資料を

通して、「虚空 ( そら ) 見つ日本 ( やまと ) の

国」と称えられた大和の国へとつながる古代

の歴史をたどります。

　東大阪文化財を学ぶ会会長 南 光弘氏をお

招きして、郷土に息づく古代の歴史について

学びます。

　

500 円

　毎年恒例の端午の節句展を開催します。

本展では、「大阪府蜻蛉池公演のふれあい

の森」で豊かな森づくりの活動をしている

「蜻蛉池公園夢の森つくり隊」のボランティ

アのみさなんの竹工芸作品を展示します。

　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　

                     
    9/20（日）

  9/5（土）

　 ～ 9/27（日）

 　　　　　　　　竹細工工芸展

                     
    9/6（日）

 　　　　　　　
四海波花籠竹細工ワークショップ

 　　　　　　　　論語の素読会   歴史講座  倭国から「虚空見つ日本の国」誕生へ


